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月号1
年
男・年
女
に
今
年
の
抱
負
を
聴
く

林
業
振
興
へ「
仁
淀
川
町
森
林
管
理
推
進
協
議
会
」設
立

第
51
回
高
知
県
茶
品
評
会
で
森
地
区
が
最
優
秀
賞

秋
の
叙
勲

　大
石
武
志
さ
ん
瑞
宝
単
光
章
受
章

　今年も伝統の吾川・仁淀川駅伝競走大会が、
清流仁淀川に沿ったコースで開催され、選手は
チームの誇りと意地を１本のタスキに込めて、心
を一つに各区間を激走しました。



《3》 広報によど川 1月号 広報によど川 1月号 《2》

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
晴
れ
晴
れ
し
い
お
気
持
ち
で
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
、
仁
淀
川
町
は
合
併
10
周
年

と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
10
年
は
、
急
速
に
進
む
少
子
高

齢
化
、
過
疎
化
が
著
し
い
状
況
に
あ

り
な
が
ら
も
、
町
民
が
手
を
た
ず
さ

え
、
人
と
人
と
の
絆
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
は
こ
の
10

年
間
の
歩
み
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る

飛
躍
に
向
け
た
出
発
の
年
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
自
然
」
と
「
人
の

ぬ
く
も
り
」
に
あ
ふ
れ
た
仁
淀
川
町

を
守
り
、
こ
の
町
に
「
住
ん
で
よ
か

っ
た
」
、
町
外
の
方
か
ら
は
「
こ
こ

に
住
ん
で
み
た
い
」
と
感
じ
て
い
た

だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
町
政

を
推
進
し
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
自
然
を
生
か
し
た
観
光
等

の
取
り
組
み
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡

大
、
町
の
89
％
を
占
め
る
山
林
を
生

か
し
た
林
業
等
を
通
じ
、
定
住
人
口

の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
諸
施
策
に

つ
き
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
、
本
年
が
幸
せ
で
実
り
多
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
28
年
　
元
旦

仁
淀
川
町
長
　
大
石
弘
秋

取材にご協力いただきました皆さま、素晴らしい笑顔とコメントをありがとうございました。

下名野川に申年にちなんだ「親子の猿」が登場
１２月２４日　下名野川地域集会所

前に、愛らしい「親子の猿」が登場

しました。

　これは、下名野川地域を元気にし

たいと願う有志の皆さんが集まり、

昨年から始まった取り組みで、「干

支作り寄ろよろ倶楽部」と名付け、

羊に続き、申年の今年も、ヤシ科の

シュロで毛並みを見事に表現した大

作を作りあげました。

　コンセプトは、地域の素材を使う

こと。この干支作りについてメンバ

ーは、「作ることで交流を深めた

り、手先を使ったり素材を考えるこ

とで認知症予防にもつながっていま

す。将来、十二支がそろったら空き

家を活用して博物館を作りたいです

ね」と夢を膨らませていました。 

さる

のぶもりとよ み

ま ゆ みなおたかつばさ

かん  た あや  か げん  き し  どう

明けましておめでとうございます
下名野川地域集会所にぜひ見にきてください

羊から猿へバトンタッチ！羊から猿へバトンタッチ！
完成を喜ぶ下名野川地域の有志の皆さん

年に聞いた今年の抱負！

昭和１９年生まれ

岡﨑　信守さん

平成１６年生まれ　左から山下莞太さん、片岡朱香さん、谷脇弦起さん、片岡獅童さん

昭和１９年生まれ

川村　豊美さん

昭和４３年生まれ

大原真由美さん
平成４年生まれ

岡林　翼さん
昭和１９年生まれ

西森　直隆さん

「
い
り
も
ち
」を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、

昔
な
つ
か
し
、手
作
り
の
味
を
覚
え
て
も
ら

え
る
よ
う
に
み
ん
な
で
頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
19
年
生
ま
れ

                    

掛
水
　
加
津
恵
さ
ん

か

つ

え



秋
の
叙
勲
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　11
月
３
日
、
秋
の
叙
勲
受
章
者
が
発
令
さ
れ
、
大
石
武
志
さ
ん
が

瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章 

消
防
功
労 

大
石
武
志
さ
ん
（
74
歳 

西
条
）

　大
石
武
志
さ
ん
は
、
昭
和
38
年

４
月
６
日
仁
淀
村
消
防
団
に
入
団

以
来
、
36
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

献
身
的
に
消
防
活
動
に
精
励
さ
れ

る
と
と
も
に
、
町
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
と
い
う
消
防
の
使
命
を

遂
行
さ
れ
ま
し
た
。

　平
成
７
年
か
ら
は
消
防
団
副
団

長
と
し
て
、
団
員
の
資
質
の
向

上
に
努
め
、
消
防
行
政
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
火
災
や

風
水
害
な
ど
、
多
く
の
災
害
発

生
時
に
率
先
し
て
出
動
し
、
迅

速
確
実
な
指
導
で
被
害
を
最
小

限
に
と
ど
め
ら
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
地
域
住
民
か
ら
の
人

望
も
厚
く
、
現
在
は
森
地
域
長

と
し
て
、
毎
年
地
域
を
あ
げ
て

防
災
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
防

災
啓
発
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

《5》 広報によど川 1月号 広報によど川 1月号 《4》

昭和３８年４月 仁淀村消防団入団

昭和４６年２月 仁淀村消防団部長

昭和５０年２月 仁淀村消防団副分団長

昭和５６年２月 仁淀村消防団分団長

平成　７年４月 仁淀村消防団副団長

た
け  

し

長年にわたり地域のスポーツ振興に貢献

高知県スポーツ推進委員功労者表彰受賞
１２月６日　高知県立高知青少年の家で開催された高知県スポーツ推進委員研修会で、片岡章子さん

（崎ノ山）と山中正児さん（下土居）が『スポーツ推進委員功労者表彰』を受賞されました。

平成18年に就任以来、
吾川地区を中心に社会
体育事業の発展・推進
に努められました。持
ち前の明るさと人脈の
広さから、住民の信頼
も厚く、スポーツの普
及・振興だけでなく、
地域コミュニティの活
性化にも大きく寄与さ
れました。

強固な防災体制の構築に向けて

　 防災訓練で連携強化

災害時の対応能力向上を図る

災害医療救護訓練を実施

県
庁
で
行
わ
れ
た
伝
達
式
で
は
、
岩
城

孝
章
高
知
県
副
知
事
よ
り
表
彰
を
受
け
、

記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た

受
賞
を
喜
ぶ
入
賞
者
の
皆
さ
ん

消防歴

Ｊ
Ａ
コ
ス
モ
ス
仁
淀
支
所
森
地
区
が

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　最
優
秀
賞
を
受
賞

 ～ 第５１回高知県茶品評会表彰式 ～
１１月２９日　高知県茶業振興

会主催による第５１回高知県茶

品評会の表彰式が、高知会館で

開催されました。

　品評会の審査会は、７月３１

日に県農業技術センターで行わ

れたもので、県内の各産地から

出品された４９点のお茶を、外観、水色、香気、滋味について、７人の審査員が厳正に審

査した結果、仁淀川町が上位８点中、７点を占めました。

　今年は、各産地とも例年並みのよい品質で、特に上位のものは優れた品質でした。

１２月５日　仁淀川町保健センターで災害医療救護訓

練が行われ、関係機関から約５０人が参加しました。

　今回は、震度６強の地震が発生したという想定で、

テント等の資機材の設置や、重症者などさまざまな患

者に対するトリアージ（治療や搬送の優先順位付け）

の実施、救護病院の１つである越知町の山﨑外科整形

外科病院への搬送などの訓練を行いました。

　訓練では、連絡調整がスムーズにいかず混乱する場面もありましたが、高北病院のＤＭＡＴ（災害派遣医

療チーム）、高吾北消防の隊員から適切なアドバイスを受け、充実した訓練となりました。今後も、医療救護

活動に携わる関係機関との連携および対応能力を向上させるため、訓練を繰り返し実施していきます。

すいしよく こう き じ   み

片岡章子さん 平成18年に就任以来、
池川地区を中心に、ス
ポーツ活動を通じてリ
ーダー的役割を果たし
ています。総合型地域
スポーツクラブ「清流
クラブ池川」では、バ
ドミントンの部長とし
て、部の取りまとめや、
会員同士の交流を図る
など、部の発展に大き
く寄与されました。

山中正児さん

１１月２９日　旧吾川中学校グラウンドで仁淀川町防災

訓練が行われ、町内３方面隊が集結して、連携強化を図

りました。

　訓練会場では、消防団と自主防災組織の合同による事

故車両救出訓練や女性防火クラブによる炊き出し訓練、

倒壊家屋救出訓練などを行いました。

　また、高知県消防防災航空隊との連携により救出搬送

訓練が行われたほか、火災想定訓練を行うなど、これま

でにも増して充実した訓練となりました。土砂災害により生き埋めになった負傷者の救出訓練

トリアージ訓練で患者に対応する関係スタッフ

仁淀茶生産部会



長寿おめでとうございます
別枝の片岡福見さん（道芝）が100歳に

《7》 広報によど川 1月号 広報によど川 1月号 《6》

１２月４日　このたび、別枝の片岡福見さん（道芝）が１００歳

の誕生日を迎えられました。

　当日は、長女の小笠原昭子さんが見守る中、町長の代理として、

片岡健康福祉課長から「これからも健康に過ごされて、末長くお

元気でいてください」と言葉が贈られた後、長寿祝い金が手渡さ

れました。健康の秘訣を尋ねると、「長女の笑顔は近所でも評判

で、その笑顔にいつも元気をもらっています」と話しながら、嬉

しそうに顔をほころばせていました。

左から　若藤ちひろさん、押岡愛耶菜さん、長野優来さん、西森虎楠さん、細川姫伽さん、藤原瑛麻さん

自
分
の
体
験
や
今
の
思
い
を
熱
く
主
張

第
10
回
「
仁
淀
川
町
中
学
生
の
主
張
」
発
表
会

１１月１４日　川渡コミュニ

ティセンターで第１０回「仁

淀川町中学生の主張」（仁淀

川町青少年健全育成協議会主

催）が開催されました。

　仁淀中学校・池川中学校か

ら３人ずつの発表者が、自分

の体験や学校生活、日頃感じ

考えたことなどについて発表

しました。聴講者の方々から

は中学生たちの立派な発表に

感心する声が聴かれました。

　６人の発表終了後には、仁

淀中学校生徒会執行部による

「デイドリーム 仁淀中」が披

露されました。4人のチームワ

ークの良さが伝わってくるす

ばらしい学習発表でした。

▲

仁
淀
中
に
よ
る
「
デ
イ
ド
リ
ー
ム 

仁
淀

中
」
。
４
人
が
ラ
ジ
オ
の
Ｄ
Ｊ
と
し
て
、

仁
淀
中
や
仁
淀
川
町
に
つ
い
て
語
り
合
い

ま
し
た
。

 【仁淀川町中学生の意見発表】

藤原　瑛麻(池川中１年） 「私の弟」

細川　姫伽(仁淀中１年） 「仁淀川町のためにできること」

長野　優来(池川中３年） 「挨拶の大切さ」

西森　虎楠(仁淀中２年） 「今、思うこと」

押岡愛耶菜(池川中３年） 「今、私が成すべきこと」

若藤ちひろ(仁淀中３年） 「私がバレーボールを通して学んだこと」

伝統の駅伝！沿道の声援を受け清流仁淀川路を快走！
第３７回吾川・第３１回仁淀川駅伝競走大会

１２月１３日　第３７回吾川・第３１回

仁淀川駅伝競走大会が開催され、総勢

1 0チーム７０人のランナーが爽快に仁

淀川路を駆け抜けました。

　各区間の沿道には、家族や地域の方た

ちの応援する姿があちらこちらに。ラン

ナーは沿道の声援に後押しされ、次の走

者へタスキをつなぐため、各区間を激走

していました。

　吾川駅伝では、日ごろ走り鍛えられた

｢高吾北広域２隊＋efc｣が優勝。仁淀川

駅伝(総合の部)では７区間のうち６区間

で区間賞の快走を見せた｢いの町陸上部

A｣が見事優勝しました。

　また、初出場の｢池川中学校女子｣チー

ムも、心をひとつにタスキを最後までつ

なぎ完走。大会を盛り上げました。

　閉会式では、入賞したチームや区間賞

の選手に地域の特産品が贈られ、会場は

走り終えた選手たちの爽やかな笑顔でい

っぱいでした。

仁淀川駅伝（総合の部）　優勝　いの町陸上部Ａ

吾川駅伝　優勝　高吾北広域2隊＋efc 女子チームが初出場、男子チームが総合の部で第３位と健闘した池川中学校

【
入
賞
チ
ー
ム
・
区
間
賞
】

　
塩見　隆司 鎌倉　勇弥
いの町陸上部Ａ やってりーの

森田　明彦 橋詰　昌和
いの町陸上部Ａ 高吾北広域１隊

国沢　明弘 徳弘　達也
いの町陸上部Ａ 高吾北広域２隊＋efc

宮崎　裕也 大西　信雄
いの町陸上部Ａ 高吾北広域２隊＋efc

吉岡　壮真 古味　伸彦
池川中学校男子 仁淀ブルー

伊藤　雅彦 中澤　賢一
いの町陸上部Ａ 高吾北広域２隊＋efc

西内　亮太 木村　良
いの町陸上部Ａ 高吾北広域２隊＋efc

え　ま

ひめ  か

ゆ らい

こ  なん

あ　や　な

そうかい



《9》 広報によど川 1月号 広報によど川 1月号 《8》

官民一体での推進組織は県内初
林業振興へ「仁淀川町森林管理推進協議会」設立

地域貢献で
　　　２社に感謝状贈呈

12月１日　林業振興に向け、森林情報

を集約する「町森林管理推進協議会」

の設立総会が本庁で行われ、官民新組

織を結成しました。森林組合や林産協

同組合が参加し、官民一体での推進組

織は県内で初めてとなります。

　面積の約９割を山林が占め、林業が

基幹産業の本町では、所有者の分から

ない、あるいは手つかずのまま放置さ

れた山林が年々増加しています。その

ため、森林資源確保に向け、町内の森

林情報(林齢・施業履歴等)の集約化を

進めながら、山林全体の資源量把握・

情報管理し、持続可能な林業の実現を

目指して、行政と林業従業者、製材業

者らが一体となった管理組織を立ち上

げることとなりました。

　協議会の計画では、今年４月に稼働する大型製材工場（相の谷）での需要増を見据え、町内の原木

増産の促進に向けた集約化を進めていきます。また、協議会が中心となり、森林所有者への説明会等

を各地域で開催するなど、間伐推進や効果的な間伐実施に取り組んでいきます。そして、間伐につい

て同意を得られた植林を集め、国の補助事業などを活用できる体制づくりを進めていきます。

　各地域で説明会を開催していきますので、多くの方のご参加をよろしくお願いします。

１２月４日　町は、１０月に開催した仁淀川町合

併１０周年記念事業「くいしんぼマラソンin仁淀

川町」および「記念式典・イベント」において、

地域貢献の一環として、マラソンコースや会場駐

車場等の整備に協力した株式会社上岡工務店（上

岡武司代表取締役）と有限会社西森土建（西森正

志代表取締役）に感謝状を贈りました。

  両社は、９月から記念事業の実施に向けて、道

路の草刈りや溝に溜まった泥の除去、また多くの

方が来場できるよう駐車場の整備などを行いまし

た。

  大石町長が「地域事情をよく知る地元の会社に

きめ細かい整備をしていただき本当に助かりまし

た。おかげでマラソンや記念イベントもたくさん

の参加者から大好評でした」とお礼を述べると、

感謝状を受け取った両代表は、「今後も、地域に

根差した会社として、少しでも地域に貢献したい

と思います」と話していました。

仁淀川町の林業振興の未来に向けて団結する参加者。左から中央西
林業事務所長山中孝司氏、仁淀川町林産協同組合代表理事刈谷昭信氏、
大石町長、仁淀川森林組合長西森善光氏

左から西森正志代表取締役、大石町長、上岡武司代表取締役

林業研 修生
随 時 募 集

仁淀川町の森林面積は約90％。

豊かな森林資源に恵まれています。

しかし、自伐林家の高齢化や人手不足に

より、搬出材積が低迷しています。

町では林業に関する知識や技術を身につ

け、町内の林業、木材産業へ従事するこ

とを目的として研修生を募集します。

■問い合わせ　仁淀川町役場産業建設課　☎３５－１０８３

■

■

■

■

■

■

広 告

新春のお慶びを申し上げます
本年もよろしくお願い申し上げます

仁淀川町大崎444-1（JAコスモス吾川支所前）

電　話　0889-20-2026

ＦＡＸ　0889-20-2027

司法書士法人

フレンズ
司法書士　岡 村 敬 造

　土地・建物売買登記、生前贈与登記、相続

登記、商業登記、法人登記、債務整理、自己

破産、裁判に関する手続き等に、司法書士を

ご活用ください。

車検のことならおまかせを！
　一度は電話ください。待ってます！

吾川自動車吾川自動車吾川自動車
電話 ３５-０７７８

営業時間　８：００～１８：００
定 休 日　日曜・祝祭日 第２・４土曜日
仁淀川町向口　代表者 宮崎　照夫

四運証　第80-1115号　トヨタ検定一級技能整備士(保有)
自動車検査員(有資格者)　自動車整備業賠償共済保険加入事業場

あなたのまちの車やさんあなたのまちの車やさん
広 告

そのまま仕事につながる
一生モノの技術を身につける

け



《11》 広報によど川 1月号

こんにちは！
保健師です
こんにちは！
保健師です

知っていますか？
　　　冬場の危険“ヒートショック”

ヒートショックとは？

広報によど川 1月号 《10》

　寒い冬、暖房の効いた部屋と暖房のない廊下や脱衣所、浴室の間に

は１０℃以上の温度差があることも珍しくはありません。また浴室が

冷えた状態から湯船に漬かると３０℃以上の差が生まれます（表１）。

この温度の激しい上下によって身体に負担がかかることをヒートショ

ックといいます。実はこのヒートショックによって血圧が大きく変動

し、心筋梗塞や脳卒中、失神などを起こす危険性があります。日本医

師会によると、年間の入浴中の死者数は約１万４千人ともいわれてお

り、その原因の多くはヒートショックであるともいわれています。

ヒートショックを防ぐには？
　では、どのようにしてこのヒートシ

ョックを予防すればよいのでしょうか。

予防法はいろいろとありますが、今回

は比較的簡単に取り組める方法を紹介

します。

　あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いいたします。

まだまだ寒さが厳しいですが、体調を崩されていないでしょうか。

　さて、皆さんは暖房の効いた居間から冷たい廊下と脱衣所を通って、

熱いお風呂へ…という行動に心当たりはありませんか？実はその中にあ

る危険がひそんでいることをご存じでしょうか。

　食後は消化のため、胃に血液が集まり血圧が低くなりやすいので、食後すぐの入浴は避けたほうがよ

いでしょう。また、血圧が高い方は血管への負担が大きくなりやすいので、適切な治療がヒートショッ

ク予防につながります。予防のコツは、とにかく急激な温度の変化を避けることです。危険から身を守

り、元気に冬を乗り越えましょう。何か分からないことがあれば、お気軽に保健師までご相談ください。

～ヒートショックの予防法～
①入浴前に脱衣所と浴室をよく暖めておく

②足元から肩へ向けて順番にかけ湯をして湯船に漬かる

③食後は少し時間を空けてから入浴をする

④部屋の温度を低めに調節し、厚着をして過ごす

⑤高血圧などがある方は適切な治療を行う

　広
報
12
月
号
９
Ｐ
で
掲
載
し
た

「
歯
っ
ぴ
い
ス
マ
イ
ル
」
の
記
事

で 

、
写
真
の
氏
名
・
住
所
を
西
森

祐
太
く
ん
（
下
川
渡
上
）
と
表
記
し

ま
し
た
が
、
西
森
祐
成
く
ん（
下
土

居
）の
誤
り
で
し
た
。

　正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま

す
。

　８
月
27
日
と
10
月
29
日
の

３
歳
児
健
診
で
、
む
し
歯
の
な

か
っ
た
元
気
な
お
子
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ピ

カ
ピ
カ
の
歯
を
守
っ
て
ね
！

お
詫
び
と
訂
正

西
森
祐
成
く
ん 

（
下
土
居
）

ゆ 

　な

（繋ぐ）パートナーシップ事業ＴＵＮＡＧＵＴＵＮＡＧＵ
１２月８日　町食生活改善推進協議会（加藤良子会長）

主催による「ＴＵＮＡＧＵ（繋ぐ）パートナーシップ事

業」が仁淀川町高齢者生活福祉センターなごみの里で開

催され、地域住民ら約３０人が参加しました。

　今回が第３回となるこの事業は、食を通じた地域のつ

ながりを築き、地域ぐるみで一体となって町内の健康寿

命を延ばすことを目的としています。

　当日は、食生活改善推進員が講師となり生活習慣病予

防に関する講義や、うす味を意識した減塩料理の調理実

習と試食を行い、調理実習後には、最近話題となってい

るロコモティブシンドローム（運動器症候群）を予防す

るため、日常生活の中で簡単に行えるトレーニングを約

３０分かけて行いました。

　事業後の挨拶では当協議会の加藤会長が、参加者へ

「皆さんが病気になってからでは遅いので、食生活改善

推進員はその予防の手助けとなれるよう日々の活動や啓

発を行っています。今後は推進員が各家庭を訪問し、み

そ汁の塩分濃度の測定を予定しておりますので、ご近所

へお声掛けをいただければ幸いです」と事業についての

理解と協力を呼びかけました。

　みそ汁の塩分濃度は0.8％程度が良いとされています。

塩分をとりすぎると体内に水分を呼び込み、血圧が高

くなります。血圧が高い状態が続くと、血管に負担が

かかり、「脳卒中」「心筋梗塞」「腎不全」などの要

因になります。

　高血圧予防の食事のカギは、うす味でもおいしく、

素材のもち味を生かし、天然だしを使ったほんとうの

味で、おいしく食べることです。

　ご家族とご自身の健康のために、“うす味・もち

味・ほんとうの味”を心がけるようにしてください。

受講者が持参した
　　みそ汁の塩分濃度の測定結果

○うす味（0.4～0.7％）　４５％

○標　準（0.8～1.1％）　４５％

○濃い味（1.2％～ ）　　１０％

〇塩分測定への
　　　　ご協力をお願いします
　町食生活改善推進協議

会では、生活習慣病予防

の啓発活動として、推進

員が家庭を訪問し、みそ

汁の塩分測定などを行い

ますので、皆さまのご理

解とご協力をお願いします。

　■活動期間　１月～２月末まで

　■内　　容

　　みそ汁の塩分濃度の測定、生活習慣病

　　予防のリーフレット配布

ロコモティブシンドローム（運動器症候群）とは
　老化などで骨や関節、筋肉に動きを伝える神経が衰えて「立つ」「歩く」といった日常動作が困

難になることを、ロコモティブシンドローム（通称ロコモ）と言います。

  初期症状は４０代から出始めると言われていますので、若いうちから運動習慣を身に付け、ロコ

モ予防を心がけましょう。

■問い合わせ　仁淀川町役場保健福祉課　☎３５－０８８８　池川総合支所健康福祉課　☎３４－２１１２ 

　　　　　　　仁淀総合支所健康福祉課　☎３２－１１３２



広報によど川 1月号 《12》《13》 広報によど川 1月号

■■■お知らせコーナー■■■

■
採
用
時
期

　平
成
28
年
３
月
１
日

■
勤
務
場
所

　仁
淀
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

■
受
験
資
格

・
平
成
28
年
３
月
１
日
現
在
で
、

　満
18
歳
以
上
35
歳
ま
で
の
方

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有

　す
る
方

・
地
域
福
祉
に
関
心
の
あ
る
方

■
職
員
採
用
試
験
日

　平
成
28
年
２
月
14
日
（
日
）

■
試
験
科
目

・
作
文
試
験

　・
口
述
試
験

■
受
験
申
込
書
配
布
場
所

　仁
淀
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　（
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

■
問
い
合
わ
せ

　〒
７
８
１
―
１
５
０
１

お知らせ
コーナー

・・・INFORMATION・・・

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

月
間

　無
料
法
律
相
談
会

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

　

　
　
　
　
　
　１
月
１
日
付 

（
※
カ
ッ
コ
内
は
前
任
職
。敬
称
略
）

社
会
福
祉
協
議
会

正
職
員
募
集

出
張
年
金
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

　吾
川
郡
仁
淀
川
町
大
崎

　2
6
4
番
地
８

　仁
淀
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　☎
０
８
８
９
・
３
５
・
０
２
０
７

　次
の
と
お
り
、
高
知
西
年
金

事
務
所
に
よ
る
「
出
張
年
金
相

談
所
」
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
相
談
に
お
い
で
の
際

に
は
、
年
金
証
書
・
振
込
通
知

書
・
年
金
手
帳
や
被
保
険
者
証

と
い
っ
た
、
本
人
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
も
の
を
必
ず
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　本
人
以
外
の
方
が
相
談
さ
れ

る
場
合
に
は
、
本
人
か
ら
の
委
任

状
と
お
見
え
に
な
る
方
の
本
人

確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
書
（
運

転
免
許
証
等
）
が
必
要
と
な
り
ま

す
。今
回
か
ら
待
ち
時
間
の
短
縮

及
び
混
雑
の
解
消
を
図
る
た
め
、

事
前
予
約
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。事
前
に
予
約
を
さ
れ
て
い

な
い
方
に
つ
い
て
も
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
が
、
混
雑
時
に
は
お

待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

　２
月
17
日
（
水
）

　10
時
〜
15
時
（
12
時
か
ら

　13
時
を
除
く
）

■
会
場

　

　仁
淀
川
町
中
央
公
民
館
２
階

　実
習
室

■
事
前
予
約
先
・
問
い
合
わ
せ

　仁
淀
川
町
役
場
町
民
課

　

　☎
３
５
・
１
０
８
８

　高
知
県
司
法
書
士
会
（
会
長

黒
石
栄
一
）
で
は
、
２
月
の
１

カ
月
を
「
相
続
登
記
は
お
済
み

で
す
か
月
間
」
と
定
め
、
左
記

の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
会
を

実
施
し
ま
す
。

  

相
続
登
記
を
は
じ
め
と
し
て

遺
言
、遺
産
分
割
協
議
な
ど
、相

続
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

■
日
時

　平
成
28
年
２
月
５
日
（
金
）

　10
時
〜
15
時

■
場
所

　高
知
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル

　３
階

　第
３
多
目
的
室

■
予
約

　不
要

■
問
い
合
わ
せ

　高
知
県
司
法
書
士
会

　☎
０
８
８
・
８
２
５
・
３
１
４
３

課
長

▼
総
務
課
長
（
企
画
課
長
）
片
岡

晴
彦
▼
企
画
課
長
（
企
画
課
長

補
佐
）古
味
実

新
規
採
用
職
員

▼
企
画
課
・
東
堤
春
香
▼
池
川

総
合
支
所
住
民
課
・
高
井
李
奈

退
職（
12
月
31
日
付
）

▼
大
野
敏
光（
教
育
長
）

▼
竹
本
雅
浩（
総
務
課
長
）

▼
山
尾
民
子（
池
川
総
合
支
所

　住
民
課
住
民
係
長
）

町
職
員

竹本雅浩氏が教育長に就任

大野敏光教育長が退任

　仁淀川町議会１２月定例会におい

て、教育長の選任が提案され、教育

長に竹本雅浩氏が、議会の同意を得

て選任されました。竹本氏は、企画課

長や総務課長などを歴任され、１月１

日に教育長に就任しました。

　長年、教育長としてご尽力されましたが、１２月３１日をも

って退任されました。大野氏は平成１７年１０月から１０年３カ

月間、町教育の発展にご尽力されました。教育行政の発展に

対する尽力に感謝申し上げるとともに、今後のご健勝を心か

らお祈りいたします。

氷の滝鑑賞＆シシ鍋満喫ツアー

 1月の予定行事   (仁淀川町母子支援事業)

▲

 ２７日(水)　10:00～12:00　小児科医の講話 (子育て支援センター内)
　　 　 　　  13:00～15:00　小児科医の相談会 (中央公民館)　※個別相談は要予約

■問い合わせ　仁淀川町地域子育て支援センター (仁淀川町大崎158)　☎・　３５－０４３３

子育てｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ子育てｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
子育てに悩みや不安はありませんか？
よりよい環境で子育てができるように支援します

ご
寄
付
の
お
礼

◇
仁
淀
ブ
ル
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　寄
付
金

　中
川

　宏
隆 
様(

高
松
市)

　玉
置

　拓
也 
様(

い
わ
き
市)

　和
田

　幸
惠 

様(
西
宮
市)

　名
倉

　俊
輔 

様(

世
田
谷
区)

　黒
川

　浩
一 

様(

高
知
市)

　
◇
広
報
寄
付
金

　和
田

　幸
惠 

様(

西
宮
市)

　西
森

　増
栄 

様(

宝
塚
市)

　西
森

　一

　

 

様(

吹
田
市)

　藤
﨑
富
士
登 

様(

田
村)

　中
平

　弘
彦 

様(

川
内
谷)

　ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受

け
し
、
町
行
政
な
ら
び
に
広
報
発

行
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

 

　

 

　
　仁
淀
川
町
役
場

　
◇
社
会
福
祉
協
議
会

　藤
原
富
美
榮 

様(

遅
越)

　ご
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合同のならし (一昨年の様子)

長坂山中腹にある通称「赤滝」。
厳冬の季節に凍る滝は高さ約３０ｍ、幅
約２０ｍにわたって岩肌が凍りつきます。
その雄大な氷の滝をお楽しみください□日　　時　１回目　１月２３日（土）

　　　　　　２回目　１月３０日（土）

　　　　　　※どちらかご希望の日に申し込みください

□集合場所　山村自然楽校「しもなの郷」

□集合時間　午前８時３０分

□定　　員　各コース１５人程度

□申込方法　電話・FAXまたはEメールで申し込みください

□参 加 費　①１泊コース   9,500円/人（弁当・夕食・朝食付き）

　　　　　　②日帰りコース2,500円/人（弁当付き）

　　　　　　※シシ鍋は１泊コース限定です

□申込締切　１月１８日(ただし、定員になり次第締め切ります)　　

□問い合わせ・申し込み

　山村自然楽校しもなの郷（仁淀川町下名野川６１９）

　☎・　３６－０００５　Eメール：shimona23@sea.plala.or.jp

□そ の 他　天候や氷の状況により中止することもあります

圧
巻
の
光
景
に
感
激
！
（
一
昨
年
の
様
子
）

 「しもなの郷」から
  赤滝までの歩行時間約２時間

秋葉祭り本番に向け 合同『ならし』開催
　練りの練習を「ならし」と言います。この合同の「ならし」

は、秋葉祭りの雰囲気を楽しめる場です。ぜひお越しください。

■開 催 日　１月２４日（日）　午前９時～午後３時

■開催場所　別府小学校（※雨天の場合は中止となります）



広報によど川 1月号 《14》《15》 広報によど川 1月号

　１１０番は、事件や事故が発生した際に、県民の皆さんと警察を結ぶホットラインであり、安全

で安心な日常生活に欠かすことのできないものです。

　１１０番通報に対応するため、警察本部通信指令課では、１１０番通報を受理する一方で、通信

指令システムや無線で、パトカーや交番所員を現場へ急行させるよう指令しています。

※携帯電話から110番されるときには、運転中は必ず車

両を停止し、歩行中であれば立ち止まって通報してく

ださい。なお、「いたずら電話」は、重要な緊急電話

の障害となりますので、絶対にやめてください

佐川警察署・交通安全協会佐川支部　☎２２－０１１０

※交通安全協会は皆さまの会費で運営されています。ご協力よろしくお願いします

交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ

～佐川警察署からのお知らせ～

110番通報の適正な利用を
１月10日（日）は、「110番の日」です

　　「何があったのか？」

　　「どこであったのか？」

　　「いつあったのか？」

　　「犯人は？」

　　「今どうなっているのか？」

　　「あなたの住所・名前は？」

　　 など、警察官の質問に冷静に

　　 お答えください。

１１０番をかけるときは
まず、落ち着いて

◎ＤＬメール110番

　～携帯電話・パソコンからメールで通報できます～

　簡単な入力で、質問・応答を送受信できます

　http://780-dlmail110.jp/

◎ＦＡＸ110番

　FAXを利用して通報できます

　　０８８－８７５－２１１０

　交通安全協会では、会員の方を対象に無事故無違反で模範運転

者の方を表彰しています。自薦・他薦は問いませんので、ふるっ

てご応募ください。

※申し込み用紙は、佐川警察

署内の交通安全協会・役

場・分会長が用意してます

ので、必要事項に記入して

お申し込みください

※申請時に、無事故無違反証

明書代（630円）が必要です

※提出期限は１月末までです

優良交通関係者募集

◇申し込み・問い合わせ◇

　交通安全協会佐川支部　　☎２２－０１１０  　大崎分会長　吉村裕司　☎３５－０６５５

　名野川分会長　竹内　博　☎３６－０１５０ 　 池川分会長　三浦利勝　☎３４－６３１４

　橘分会長　　　竹本光則　☎３６－０２７６  　仁淀分会長　大野直孝　☎３２－１０２０ 

　長者分会長　　高橋幸生　☎３２－１７３０

１１９番通報の要領
高吾北消防本部からのお知らせ

◎通報のポイント

「あわてず落ち着いて係員の質問に答えてください」

　火事の通報や救急車を呼ぶときなど、１１９番をダイヤル

される場合のポイントや要領について説明します。

　お急ぎになる気持ちは分かりますが、出動に必要なのは的確な情報です。

あまり早口だと係員が聞き取れず、かえって時間がかかってしまいます。

　火事・救急の種別が分かった時点で出動準備を始め、聞き取った情報は無

線で出動隊に連絡しますので、落ち着いて質問に答えてください。

『サイレンを鳴らさず出動することはできません』
　サイレンを鳴らさず来てほしいと言われることがありますが、緊急車両ですのでサイレンを鳴ら

さず出動することはできません。道路などで案内をしていただけると現場到着がスムーズになりま

すので、早めの案内をお願いします。

　携帯電話からでもそのまま119にかけていただければ、消防署につながります。

　ただし、電波状態によっては管轄外の消防署につながる場合があります。その場合は、回線を転

送し高吾北消防署につながるようになりますので、電話を切らずにお待ちください。

■問い合わせ　高吾北消防署　☎２６－２１１１　仁淀川分署  　☎３５－００１７

　【火事か救急か】……「火事です」または「救急です」とはっきり言う。

　【場　　　　所】……「○○町の××です」と町名と地区名を伝える。

 ※大まかな場所が分かればそちらへ向けて出動します。

 　同名の地区が、同町内や他町内にある場合がありますの

 　で目標になるポイントなどを伝えてください

   【状況を伝える】…… 誰が(何が)どうしたかを、正確に分かりやすく伝える。

   【通報者の氏名  …… 氏名・電話番号を伝える。

       　  ・連絡先】 ※最後に詳しい場所（番地等）を改めて聴取します

広 告



町内図書室ご利用のお知らせ町内図書室ご利用のお知らせ

《17》 広報によど川 1月号 広報によど川 1月号 《16》

　町内には、中央公民館・池川教育事務所・仁淀教育事務所・長者出張所の４カ所に

図書室があります。そこには、町が購入した本や寄贈本、県立図書館から定期的に借

り入れている本があります。自由に無料で利用することができます。

　シルバー人材センターは、健康で働く意欲のある原則６０歳以上の方々

を会員として就業の場を提供することにより、高齢者に働きがい、生きが

いを与え、活力ある高齢社会の実現に向け努力しています。

　年齢を重ねても、まだまだ元気で働きたいという意欲のある６０歳以上の皆さん！

　あなたの長年の経験と知識をシルバー人材センターで活かしてみませんか？ 

　臨時的・短期的な就業なので、あなたのペースで無理なく働くことができます！！

　県立図書館から定期的に借り入れて

いる本を貸し出していますが、１カ月

以上返却されていない本があります。

　お手数をおかけしますが、返却をよ

ろしくお願いします。

　笑うことはお金のかからない
健康法です。体にいいことがい
っぱい！笑って元気になり、若
返りましょう。

1月15日(金)に
県立移動図書館がやって来ます
     ～一緒に本を選びませんか～

借りた本の返却・・・
          忘れていませんか？

冬の節電・エネルギー対策について

今月の新刊本

■問い合わせ

　中央公民館　　　☎３５－００１９

　池川教育事務所　☎３４－２４８０

　仁淀教育事務所　☎３２－１０４１

　中央公民館

『下町ロケット２　ガウディ計画』 池井戸 潤／著

『博士の愛した数式』 小川 洋子／著

『仕事が夢と感動であふれる５つの物語』 福島　正伸／著

　仁淀教育事務所

『人魚の眠る家』 東野 圭吾／著

『だれもが知ってる小さな国』 有川 浩／著

『“弁当の日”がやってきた！！』（絵本） 魚戸 おさむ／著 

　池川教育事務所

『スヌーピー こんな生き方探してみよう』 ほしのゆうこ／著

『NHKためしてガッテン　春～秋』 季刊誌

場所

県立移動図書館の予定

会員になるための条件 入会の手続き

あなたの町の『シルバー人材センター』

こんな仕事をしています！

会員大募集！！

仁淀川町内にお住まいの、おお

むね６０歳以上の健康で働く意

欲のある方を募集しています

入会申込書に、ご記入いただきセンターにご提出ください

（詳しい内容につきましては、まずセンターまでお電話く

ださい）※登録には年会費1,500円が必要になります

○技能分野・・・・剪定　石垣修繕　大工の小修繕　その他の技能作業

○一般作業・・・・草刈り・草引き　茶刈り　まき割り　伐採　蜂の巣駆除　

　　　　　　　　　屋外・屋内清掃作業　その他屋外作業

○事務分野・・・・毛筆賞状筆耕　その他筆耕　文化祭の受付

○管理分野・・・・夜間宿直

○サービス分野・・外出介助　食事の配食

■問い合わせ　仁淀川町シルバー人材センター (仁淀川町大崎)　☎３５－００２０　担当　大田・中野

読
書
支
援
員

　竹
本
さ
ん
の
オ
ス
ス
メ
本

紙芝居 ・けちくらべ

　　　 ・おにとおひゃくしょうさん

　　　 ・くいしんぼうのおしょうさん

　　　 ・ふくはうちおにはうち

　本　 ・ハリーポッター大事典Ⅱ
　　　 ・おいしい野菜づくり７０種

　　    ・少年野球「バッティング」のすべて

　　　 ・ヘレン・ケラー

　　　 ・あのひの音だよおばあちゃん

せんてい

　今冬、四国電力管内では、厳冬となることを想定した上で、瞬間的な需要変動に対応するために必

要とされる予備率３％を確保できる予定ですが、大規模な発電所のトラブルが発生した場合、安定供

給ができない可能性が懸念されます。

　そこで政府は、平成２７年１２月１日から平成２８年３月３１日までの平日（１２月２９日～３１

日を除く）、９時～２１時までの間、節電へのご協力をお願いしています。節電については、数値目

標は設定しておりません。節電をお願いする期間・時間帯において、無理のない範囲での節電をお願

いします。

　なお、節電メニュー等、節電に関する情報は四国経済産業局のホームページや政府の節電ポータル

サイト「節電.go.jp」にも掲載していますので、ご覧ください。

○四国経済産業局  URL : http://www.shikoku.meti.go.jp　○｢節電.go.jp｣  URL : http://setsuden.go.jp



《19》 広報によど川 1月号 広報によど川 1月号 《18》

地域おこし協力隊がゆく
お　ばら 　のり　こ

～今月は小原 紀子隊員～

サルと私

教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜

町内の研究発表会が開かれました！
　毎年秋は、学校でも収穫の時で、各地で研究発

表会が開催されます。

　本町でも去る １１月２５日(水)に、池川小学校で

研究発表会が開かれ、町内の全教職員が参加して、

それこそ実りの多い研修となりました。この発表

会は、だいたいこの時期に会場回り持ちで開いて

おりまして、教育委員会が指定をかけ、町教育研

究会が共催する形で実施しています。

　今回池川小学校は３つの学年の提案授業の後、授業についての研究協議を行い、さらに質の高さを

求めて熱心な話し合いが持たれました。本校では、「確かな学習力を身につけた児童を育てる」こと

を大きな目標に掲げ、そのために「聴き合うことを大切にし、さまざまな表現活動で伸びる子」を

日々の実践の柱として、全校一丸となった取り組みを進めてきました。

　研究発表は、そうした日頃の活動の凝縮版と言えますが、本校ならではの伝統を受け継ぎながら、

現状を見据えたきめ細かな対応や授業づくりの工夫には、学ぶべ

きことが多く、参加者はそれぞれにいいお土産を持ち帰ることが

できたと思います。それを自分の学校の、自分のクラスの経営に

どう生かすか、いわゆる“発表会効果”を期待するところです。

　来年の開催は、長者小学校。学校間でいい意味での競争意識も

高め、切磋琢磨しつつ、仁淀川町教育のさらなる充実を願ってや

みません。

（仁淀川町教育研究所長　堅田　潤平）

　２０１６年になりました！旧年中は町内の皆さまには

大変お世話になりました。本年も地域おこし協力隊をよ

ろしくお願いいたします。

　今年は申（サル）年ですね。

　私は野生のサルを仁淀川町に来てから初めて目にしま

した。それまでは動物園などで飼われたサルしか見たこ

とがありませんでした。

　サルといえば、私の故郷近くの函館市では、サルが温

泉に漬かる「サル山温泉」が有名です。「湯の川温泉」

という温泉があり、市内の熱帯植物園のサル山に冬にな

ると温泉が流し込まれるのです。雪が降る中、赤ら顔の

サルたちが何ともゆったりした顔でお風呂を楽しむ姿が

印象的です。

　話はそれましたが、私が野生のサルを見たのは仁淀川

町に来て間もない初冬。名野川から崎ノ山まで、国道33

号沿いでランニングをしていたときのことです。順調に走っていたその先、歩道の上に物影が……。

　「犬？猫？それともタヌキか？……いや、サルだ！！」

　私の足はピタッと止まりました。

　野生のサルを初めて見た感動と、小さくとも獣と対峙しているという恐怖がない交ぜになった気持

ちでジッと見つめました。向こうもこちらに気づいた様子で身を硬直させました。

「サルとは目を合わせると威嚇されるとテレビで言っていた！」

「逃げようにも私よりサルの方が足が速かったらどうしよう」

「でもせっかくだからもう少し近くで見てみたい！そしらぬ顔で走って近づこうか」

思いを巡らせているうちに、そのサルは歩道から川のほうに降りて姿は見えなくなりました。

　新年早々、大したことない話ですみません。サルだけに落ち（オチ）ない話にしてみました。なに

はともあれ、皆さまにとりまして「厄が去る（サル）、福が来る」、そんな１年になりますように。

「
昨
年
は
駅
伝
で
走
り
ま
し
た
。

　

 

　サ
ル
に
追
わ
れ
て
い
た
ら

　
　
　
　
　

 

も
っ
と
早
く
走
れ
た
か
も
！
」

今年も
よろしくお願いします今年も
よろしくお願いします

▲岩井 幸次
▲小原 紀子 ▲古城 亜希子

▲西 太郎

▲

年男



広報によど川 1月号 《20》《21》 広報によど川 1月号

仁淀川町行事カレンダー（1月・2月）……… ………

広 告

町に納める収納金の今月の口座振替日は、

1月2 5日 (月 ) です。
※上記の日に引き落としができない場合の再度

　口座振替日は、2月10日 (水)となります。

口座振替日のお知らせ 　放送大学では、平成２８年度第１学期（４月入学）の

学生を下記の通り募集しています。

■出願期間　○第１回　12月１日から２月28日

　　　　　　○第２回　３月１日～３月20日

　資料を無料で差し上げています。お気軽に放送大学

高知学習センターまでご請求ください。

■問い合わせ　放送大学高知学習センター

　　　　　　　☎０８８・８４３・４８６４

放送大学　４月生募集のお知らせ

文

　
芸

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

仁
淀
俳
壇

古
味

　幸
子

終
の
日
を
憂
ふ
こ
と
な
く

            

　
　
　

      

年
用
意

             

吉
田
豊
之
祐

小
学
校
歌
一
節
浮
か
ぶ
冬
の
雨

             

植
田

　秋
恵

一
年
の
句
集
を
結
ぶ
赤
テ
ー
プ

             

田
村

　大
陸

峡
の
空
丸
く
な
ぞ
り
て
冬
の
鳶

             

岡

　稔
和

黒
土
山
雪
を
冠
っ
て
薄
化
粧

             

松
岡

　豊
子

年
末
の
大
き
夢
買
ふ
宝
く
じ

             

市
川

　千
秋

夢
多
く
八
十
路
を
凜
と
年
忘
れ

             

堀
部

　貞
子

神
還
る
こ
と
な
き
日
々
の

             

く
ら
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　川
上

　純
子

猪
仕
畄
め
煙
真
直
に
猟
師
小
屋

             

古
味

　孝
子

玉
葱
を
植
え
終
え
や
っ
と

       

　
　
　

        

安
堵
す
る

             

田
村

　千
草

後
始
末
置
い
て
帰
り
と
日
短

藪
柑
子
句
会

　
　
　
　
　
　
　荒
木

　青
踏

ス
テ
ッ
キ
が
欲
し
き
歩
み
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　夕
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　高
橋

　幸
恵

秋
風
や
縄
文
人
の
墓
の
跡

　
　
　
　
　
　
　小
崎

　千
恵

爆
買
い
の
ニ
ュ
ー
ス
横
目
に

　
　
　
　
　
　
　お
で
ん
煮
る

　
　
　
　
　
　
　上
岡

　利
寿

屋
号
呼
ぶ
隠
れ
里
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　鵙
た
け
る

　
　
　
　
　
　
　片
岡
代
美
子

行
く
秋
や
ひ
と
夜
か
ぎ
り
の

　
　
　
　
　「
い
ち
む
じ
ん
」

　
　
　
　
　
　
　井
上

　美
智

行
く
秋
や
ト
タ
ン
屋
根
塗
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　影
法
師

　
　
　
　
　
　
　藤
原
多
津
子

照
葉
せ
し
橅
の
広
さ
よ
八
甲
田

　
　
　
　
　
　
　隅
田

　邦
子

身
に
入
む
や
啄
木
の
歌

　
　
　
　
　
　
　部
屋
に
あ
り

　
　
　
　
　
　
　掛
水

　妙
子

山
茶
花
の
こ
ぼ
る
る
庭
に

　
　
　
　
　
　
　ひ
と
り
か
な

　
　
　
　
　
　
　尾
崎
マ
チ
エ

風
邪
癒
え
て
大
正
琴
の

　
　
　
　
　
　
　座
に
つ
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　高
橋

　房
子

添
書
き
の
喪
中
の
文
や
冬
茜

　
　
　
　
　
　
　片
岡
と
く
ぞ
う

調
弦
の
ギ
タ
ー
の
音
色

　
　
　
　
　
　
　ネ
オ
ン
冴
ゆ

　
　
　
　
　
　
　鎌
倉
い
ち
い
ち

晩
秋
の
杜
に
響
け
る
古
都
の
鐘

投
稿

俳
句　

　
　
　
　
　
　中
越

　勝
子

大
太
鼓
胸
に
響
き
て
寒
さ
と
ぶ

　
　
　
　
　
　
　井
上

　一
明

青
空
に
殿
と
銀
杏
の
黄
葉
か
な

　
　
　
　
　
　
　佃

　
　冨
吉

一
人
来
て
偲
ぶ
紅
葉
や
善
峰
寺

　
　
　
　
　
　
　片
岡

　光
彦

初
時
雨
社
の
小
径
そ
ぼ
濡
れ
て

　
　
　
　
　
　
　掛
水

　春
子

軒
下
に
お
し
め
飾
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　無
事
祈
る

           

　
　

   

井
上
カ
メ
コ

寿
ほ
ぎ
て
羽
つ
く
孫
も
成
人
に

　
　
　
　
　
　
　山
本

　
　邦

冬
の
月
碧
い
し
じ
ま
や
仁
淀
川

ば
く  

が

ぶ
な

ふ
み

も
り

し

旧吾川中学校グラウンド
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広報によど川 1月号 《22》《23》 広報によど川 1月号

　たて・よこのカギをヒントにマス目を埋めてくだ

さい。　に入る文字をアルファベット順に並べかえ

ると答えが出てきます。何でしょう？

応募方法　はがきまたは封書で応募してください。

　　　　　〒７８１－１５９２ 仁淀川町役場「広報パズル係」

賞　　品　｢中津渓谷ゆの森」提供のペア無料入浴券

を５組様に（当選者の発表は次号広報）

町の人口・世帯数
平成27年12月1日現在

    人　口5,984人   （-10）  

  　  男　2,795人　　　　　 

  　  女　3,189人　　　　　 

 　    世帯数3,205世帯（ -6 ）     

11月中の届出

転入   7人　 転出    8人

出生   1人　 死亡 10人

（　）内は前月比

広報によど川

本紙は再生紙を使用しています。

平成28年1月1日発行（No.126）
編集　仁淀川町広報編集委員会

発行　仁淀川町

〒781-1592

高知県吾川郡仁淀川町大崎124

☎0889-35-0111

http://www.town.niyodogawa.lg.jp/

印刷　株式会社高知新聞総合印刷

　晴天の下、開催された伝統の

｢吾川・仁淀川駅伝競走大会｣。

選手たちは次の走者へタスキを

つなぐため、仁淀川路を爽快に

駆け抜けました。

（12月13日撮影 関連記事P7) 

第126回 クロスワード パズルクロスワード パズルクロスワード パズル ●締め切り
　1/18（月）必着表

紙
の
写
真

ネ
ン
ガ
ジ
ョ
ウ

☆
た
て
の
カ
ギ

1

　水
の
流
れ
の
上
の
方
。
上
流
。
川
上

2  

麻
の
繊
維
を
太
よ
り
に
し
、
平
織
り
に

し
た
布

3  

他
家
ま
た
は
他
郷
に
出
て
い
る
者
が
実

家
や
郷
里
を
恋
し
く
思
う
心

4  

金
銭
を
払
っ
て
品
物
や
権
利
を
自
分
の

も
の
に
す
る

5  

天
災
や
気
候
不
順
な
ど
の
た
め
に
、
作

物
の
み
の
り
が
非
常
に
悪
い
こ
と

8

　素
直
で
邪
心
の
な
い
心

10

　あ
る
国
の
基
礎
的
な
政
治
の
原
則

12

　思
い
通
り
で
な
く
残
念
な
こ
と
。
残
り

惜
し
く
思
う
こ
と

14

　ど
う
し
て
も
、
こ
れ
を
し
よ
う
、
ま
た

は
し
ま
い
と
い
う
積
極
的
な
心
ぐ
み

15

　分
析
的
な
思
考
に
よ
ら
な
い
で
直
観
的

に
物
事
の
真
相
を
と
ら
え
る
精
神
作
用

☆
よ
こ
の
カ
ギ

1  

二
度
と
会
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
別
れ

の
時
な
ど
に
、
酒
の
か
わ
り
に
水
を
つ

い
で
、
杯
を
や
り
と
り
す
る
こ
と

6  

よ
く
煮
た
白
大
豆
に
納
豆
菌
を
繁
殖
さ

せ
た
も
の

７

　そ
の
場
の
本
筋
で
は
な
い
、ほ
か
の
事
柄

９

　悪
い
事
態
を
予
測
し
て
心
の
準
備
を
す

る
こ
と

10

　髪
の
毛
な
ど
に
つ
け
る
、
に
お
い
の
よ

い
あ
ぶ
ら

11

　そ
の
人
に
子
供
が
多
く
あ
る
こ
と

12

　光
に
よ
っ
て
目
に
う
つ
る
、
物
の
感
じ

の
一
つ

13

　子
供
を
預
け
て
、
世
話
な
ど
を
し
て
も

ら
う
こ
と

14

　そ
れ
を
含
み
、
そ
の
下
の
範
囲

15

　地
位
や
順
位
が
低
い
こ
と

16

　心
臓
が
鼓
動
す
る
と
き
に
、
心
臓
の
弁

の
閉
鎖
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
る
音

17

　そ
の
所
で
顔
を
合
わ
せ
る
。
対
面
・
会

見
す
る

（
出
題
・
藤
原
賢
一
さ
ん
）

ごめい福をお祈りいたします

今月の賞品今月の賞品
クロスワードパズル 「

中
津
渓
谷
ゆ
の
森
」提
供
の

ペ
ア
無
料
入
浴
券
を
５
組
様
に
！

　今月の商品は、「中津渓谷ゆの森」提供のペア

無料入浴券です。

　四季折々の景観をながめながらの露天風呂と、

広々とした大浴場。寒い冬こそ、ゆっくり温泉に

つかって温まり元気にすごしましょう。

・
応
募
者
数

　19
人

・
正
解
者
数

　19
人

・
正 

解 

者

　中
井

　幸
子（
茨
木
市
）



広報によど川
平成28年1月1日発行（No.126）

2016

月号1
年
男・年
女
に
今
年
の
抱
負
を
聴
く

林
業
振
興
へ「
仁
淀
川
町
森
林
管
理
推
進
協
議
会
」設
立

第
51
回
高
知
県
茶
品
評
会
で
森
地
区
が
最
優
秀
賞

秋
の
叙
勲

　大
石
武
志
さ
ん
瑞
宝
単
光
章
受
章

　今年も伝統の吾川・仁淀川駅伝競走大会が、
清流仁淀川に沿ったコースで開催され、選手は
チームの誇りと意地を１本のタスキに込めて、心
を一つに各区間を激走しました。


